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Å地域における医療福祉の向上につとめ、地域住民のいのちと健康を守ります。

Å地域の中核病院として、地域の医療機関と連携・協調を図ります。

Å二次医療を中心に担当します。

Å医療需要の増大と多様化に対応できる病院づくりを目指します。

Å超高齢社会における治す医療と支える医療の両立を目指します。

基
本
方
針

私は、本年4月より当院の救急科新設に伴い、岡

山大学救急医学講座より派遣となりました。以前は

循環器疾患や消化器疾患を含めた二次救急病院で

の内科系救急を中心とした救急医療と、二次救急に

限らず、外傷初期診療、蘇生治療といった医療や、

重症患者の入院後の集中治療管理についても勉強

してまいりました。出身は関西圏で、鳥取は旅行で

来たことがある程度なのですが、赴任して率直に

感じたことは、鳥取県は広いエリアの割には救急

医療を提供できる施設が限定されているというこ

とです。

今後、二次救急に限らず、外傷一般、院外心肺

停止についても積極的に受け入れるなど、救急体

制を強化して、救急車を断らない病院を目指してい

きます。大学病院など高度医療施設での治療が必

要と判断すれば、ヘリを含めた搬送にも関わって

まいります。

救急科が新設となって2ヶ月が経過しました。主

に時間内の救急車については救急科で初期診療を

行い、必要があれば専門分野への紹介をするなど

適切な診断や治療を受けられる体制をとっていま

す。観察が必要と判断された救急疾患については

救急科での入院ベッド枠も用意しています。特に

当院は麻酔科医師が救急医療の支援、集中治療室

の管理を行っており、救急科で集中治療室への入

院となった場合は、麻酔科医師と連携して集中管

理を行う体制をとっています。

3月末で循環器内科医師2名が異動、退職となり、

市立病院の循環器内科閉鎖が危ぶまれましたが、

救急科医師が循環器内科を兼任することで、従来通

りの循環器診療を継続できる体制としました。心

臓カテーテル検査・治療、ペースメーカー埋め込

みやその後のフォローアップを行い、緊急の心臓

血管カテーテル治療にも対応していきます。

循環器だけではなく、消化器救急についても

バックアップをしています。当院では消化器内科医

師が消化器診療を担当されていますが、吐下血の緊

急内視鏡治療や急性胆管炎に対する緊急内視鏡ド

レナージといった消化器救急疾患についても、消化

器内科医師と連携を取りながら時間内はもちろん、

夜間の緊急処置に関わる体制をとっています。

また、当院では画像下治療(IVR)が施行できる放

射線医師が3名おられますので、外傷による出血、

内因性疾患による出血（喀血、消化管出血、婦人

科出血）についても対応可能です。放射線科医師

による治療後には、救急科医師が循環動態を含め

た全身管理を担当します。

今後は岡山大学救急医療講座より随時応援を頂

きながら内容の充実を図っていきたいと考えてい

ます。科としては小規模ですが、各専門科だけで

なくコメディカルをはじめ、市立病院すべての職員

のサポートで成り立っています。鳥取市における

充実した救急医療の砦となるように日々邁進いた

しますので、今後ともよろしくお願いいたします。



がんの薬物療法は、細胞の増殖を防ぐ抗がん剤

を用いた治療法で、がんがふえるのを抑えたり、

成長を遅らせたり、転移や再発を防いだり、小さ

ながんで転移しているかもしれないところを治療

するためなどに用いられます1)。新しい治療薬が開

発されるなど著しく発展しており、外来で治療を

行うことも多くなりました。

薬剤部は、入院でも外来でも治療場所を問わず、

患者さまに安心して治療を受けていただくために

様々な役割を担っています。

薬物療法は、疾患ごとに薬の組み合わせ・投与

量・投与期間・休薬期間が決まっています。また適

切な副作用対策の薬や輸液を組み合わせることが

大切です。どのように投与するかを医師と決定後、

薬剤師が投与方法を電子カルテへ登録し管理して

います。

患者さまによっては、飲み合わせの悪い薬を飲ん

でいたり、腎臓や肝臓の機能が低下していることで

副作用が出現する可能性があります。また、副作用

の症状にあわせて、副作用対策の薬や投与量の変更

が必要な場合もあります。薬剤師はそれらに注意を

払い、医師や看護師と相談し、一人ひとりにより適

した治療が行えるようサポートしています。

患者さまに投与する薬が決まったら、薬剤師は投

与方法を確認後、清潔環境が保たれた部屋に入り、

調製者の曝露を防ぐ装置内で治療薬の混合調製を

行います。薬剤の中には人体への影響を及ぼすも

のもあるため、患者さまの安全管理とともに、そ

れを取扱う医療従事者にも注意を払っています。

薬物療法への理解を深めていただくため、投与

前に患者さまへ薬の効果や副作用などの説明を行

います。また、院内・院外の医療従事者を対象

に、がん薬物療法に関する勉強会を定期的に行っ

ています。薬の情報提供を行うことは、治療の安

全性を高めるために薬剤師が行うべき重要な役割

の一つです。

このように薬剤師は、「患者さまにとって最良

の治療方針は何か？」、「今ある課題や問題点に

対する一番の解決策は何か？」について医師・看

護師と意見や知識を交換し、治療から療養生活に

至るまで、総合的に患者さまを支援しています。

経口抗がん薬も増え、保険薬局で抗がん薬を受け

取ることも多くなってきました。保険薬局との連

携にも取り組み、安全・安心な治療を提供できる

よう今後も努力して参ります。

薬剤混合調製の様子

抗がん剤の投与量・投与期間などが
時系列に記述された計画書

1) 国立がん研究センター がん情報サービス H.P.より



今年も中学生職場体験学習の時期がやってきま

した。5月15日（火）から18日（金）までの4日間、

鳥取市立東中学校の生徒4名と、鳥取市立南中学校

の生徒3名を迎えて、職場体験実習を行いました。

看護師・看護助手に付き添い、患者さまのお世

話やリハビリへの送迎、ベッドまわりのお掃除、

ベッドメイキング、その他にもおしぼり作りやタ

オルたたみなど･･･多岐にわたってお仕事を体験し

ていただきました。

お仕事体験だけでなく院内見学も行われ、普段

入ることができない場所の見学、特に手術室やICU

などはちょっとしたサプライズとなったようです。

4日間を通して、「立ち仕事が多くて大変だった」

とのことですが、シーツ交換時など患者さまから

「ありがとうと言ってもらえて嬉しかった」と感

想をいただきました。

体験学習お疲れ様でした！今回の体験から、将

来医療職の道を選んでいただけたら大変うれしく

思います。

リネン室でタオルをたたむ作業 薬剤部見学中に調剤体験 リハビリ室にて作業療法体験

平成30年 6月 30日(土) 10:00～11:30

さざんか会館 5階大会議室
駐車場はさざんか会館駐車場、鳥取市役所駅南庁舎駐車場をご利用ください。

認知症について

今日からできる認知症予防

鳥取市立病院 メンタル・クリニック 山根 享

鳥取市福祉部長寿社会課 保健師 石田町子

当日は相談コーナーを設置します。認知症看護

認定看護師又は保健師が相談をお受けいたしま

すので、お気軽にお越しください。

人差し指でこめかみ

当たりを指します。

手のひらを上に

して5本の指を

軽くまげ、左右

に揺らします。

痛そうな表情も

大事！

※6月市報に掲載誤りがありました。正しくは上記の期日です。


